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ア
ワ
ビ
種
苗
を
供
給

し
て
い
る
企
業
が
山
火

事
の
影
響
で
深
刻
な
被

害
を
受
け
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る

が
、
今
年
度
の
種
苗
調
達
や
今
後

の
対
応
は
。

�
（
藤
山
議
員
）

　
町
民
プ
ー
ル
は
数
年

前
か
ら
午
前
利
用
が
制

限
さ
れ
て
い
る
が
、
土

曜
日
や
夏
休
み
に
利
用
し
た
い
と

い
う
声
が
あ
る
。
金
・
土
・
日
だ

け
で
も
午
前
開
館
す
る
な
ど
、
柔

軟
な
対
応
は
で
き
な
い
か
。

�

（
木
村
議
員
）

　
状
況
は
非
常
に
厳
し

い
と
認
識
し
て
い
る

が
、
正
式
な
返
答
を
受

け
た
後
に
方
向
性
を
決
め
る
予

定
。
令
和
７
年
度
は
例
年
通
り
５

万
個
の
種
苗
購
入
を
想
定
し
て
い

る
が
、
今
後
の
協
議
次
第
で
判
断

す
る
。

産
業
を
活
性
化
し
、

地
域
資
源
を
活
か
す

�

ま
ち
づ
く
り

次
世
代
を
育
成
し
、

つ
な
が
り
、
学
び
あ
う

�

ま
ち
づ
く
り

●
水
産
業
の
振
興

●
体
育
施
設

　「
出
産
子
育
て
応
援

交
付
金
」
と
「
妊
婦
支

援
給
付
金
」
の
事
業
が

あ
る
が
、
一
本
化
さ
れ
る
と
聞
い

た
。
分
か
り
や
す
い
支
援
制
度
に

整
理
さ
れ
る
の
か
。

�

（
平
沼
議
員
）

●
子
育
て

問

問

問

答

　
コ
ロ
ナ
対
応
と
利
用

実
績
の
低
下
、
経
費
削

減
を
理
由
に
午
前
利
用

を
中
止
し
て
お
り
、
現
在
は
午
前

を
学
校
利
用
に
充
て
て
い
る
。
午

前
開
館
を
求
め
る
声
も
あ
る
た
め
、

夜
間
利
用
の
調
整
や
部
分
的
な
午

前
開
館
の
試
行
を
含
め
、
今
年
度

中
に
対
応
を
検
討
し
た
い
。

答

　「
妊
婦
支
援
給
付
金
」

は
町
の
単
独
事
業
と
し

て
実
施
し
て
き
た
が
、

国
に
よ
る
新
た
に
出
産
・
子
育
て

応
援
交
付
金
が
創
設
さ
れ
、
出
産

前
後
に
５
万
円
ず
つ
、
合
計
10
万

円
が
支
給
さ
れ
る
。
町
が
行
っ
て

い
た
支
援
も
含
ま
れ
て
お
り
、
令

和
７
年
度
は
移
行
の
経
過
措
置
と

し
て
２
事
業
体
制
を
と
る
が
、
８

年
度
か
ら
は
一
本
化
し
、
対
象
者

に
と
っ
て
も
分
か
り
や
す
い
制
度

と
な
る
。

答

予算総額61億9,941万円
　３月12日から13日の２日間にわたって令和７年度会計の予算審
査特別委員会が行われ、４つの特別会計・浄化槽事業会計・水道
事業会計を含む予算議案を可決しました。
※金額は四捨五入表示。
※�問・答は、内容を要約し、全体から抜粋したものを第６次総合
計画のまちづくり項目の順番で掲載しています。

令和７年度
予 算 審 査
特別委員会

詳しくは
こちら
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吉
岡
温
泉
の
入
浴
料

は
、
一
般
400
円
、
高
齢

者
150
円
と
な
っ
て
い
る

が
、
喜
ば
れ
る
一
方
で
「
安
す
ぎ

て
申
し
訳
な
い
」
と
い
う
声
も
あ

る
。
今
後
、
見
直
し
の
考
え
は
。

�
（
藤
山
議
員
）

　
高
齢
の
独
身
者
を
対

象
と
し
た
調
査
は
い

つ
・
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
の
か
。
人
数
の
推
移
や
、

調
査
後
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
、
個
人

情
報
の
管
理
に
つ
い
て
も
確
認
し

た
い
。

�

（
小
鹿
議
員
）

　
100
歳
に
到
達
す
る
方

が
多
く
見
受
け
ら
れ

る
。
当
町
で
は
100
歳
に

到
達
し
た
方
に
対
し
て
い
く
ら
の

お
祝
い
を
差
し
上
げ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
近
隣
町
の
状
況
も
併

せ
て
確
認
し
た
い
。

�

（
杉
村
議
員
）

　
高
齢
者
に
安
価
で
温

泉
を
利
用
し
て
も
ら
う

の
は
健
康
寿
命
を
延
ば

す
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
結
果
的

に
医
療
費
の
削
減
に
も
繋
が
る
。

利
用
回
数
が
減
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
値
上
げ
は
避
け
た
い
と
考
え
て

お
り
、
現
制
度
は
今
後
も
維
持
し

た
い
。

福
祉
・
医
療
が
充
実
し
、

互
い
を
認
め
合
え
る

�

ま
ち
づ
く
り

●
吉
岡
温
泉

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実

問

問

問

答

　
調
査
は
平
成
21
年
か

ら
継
続
実
施
し
て
お

り
、
高
齢
独
身
者
は
令

和
７
年
１
月
時
点
で
673
人
と
な
っ

て
お
り
、年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
フ
ォ
ロ
ー
体
制
と
し
て
は
、
社

協
の
ヘ
ル
パ
ー
が
定
期
訪
問
し
、

生
活
状
況
や
変
化
を
把
握
・
対
応

し
て
い
る
。

　
個
人
情
報
は
、
本
人
同
意
の
上

で
使
用
し
て
お
り
、
災
害
対
応
な

ど
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
当
町
で
は
、
100
歳
到

達
の
方
に
10
万
円
を
贈

呈
し
て
い
る
。
近
隣
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
松
前
町
は
、

10
万
円
と
花
束
、
知
内
町
は
、
３

万
円
の
商
品
券
と
花
束
、ケ
ー
キ
、

木
古
内
町
は
10
万
円
の
商
品
券
を

贈
呈
し
て
い
る
。

答

答
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り
入
れ
支
消
す
る
。
町
長
は
10
億

円
以
上
の
水
準
を
維
持
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い

る
が
、
今
後
の
財
政
調
整
基
金
の

見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

�

（
佐
藤
議
員
）

に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
現
行
の
仕

組
み
が
実
情
に
合
っ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
は
。
状
況
に

応
じ
た
柔
軟
な
見
直
し
が
必
要
で

は
な
い
か
。

�

（
熊
野
議
員
）

　
今
回
、
財
政
調
整
基

金
か
ら
４
億
円
以
内
の

金
額
を
一
般
会
計
に
繰

　
財
調
の
残
高
は
令
和

６
年
度
末
で
約
13
億
４

千
800
万
円
の
見
込
み
。

　
補
正
予
算
で
は
約
１
億
３
千
万

円
の
取
り
崩
し
を
予
定
し
て
い
る

が
、
実
際
に
は
５
千
万
〜
８
千
万

円
程
度
に
抑
え
ら
れ
、
前
年
度
の

繰
越
金
か
ら
３
千
万
円
を
積
み
立

て
る
予
定
で
、
最
終
的
な
残
高
は

約
13
億
１
千
800
万
円
と
見
込
ま
れ

て
い
る
。

一
人
ひ
と
り
が
協
働
し
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

●
財
政

●
広
報

問

答

　
現
在
は
町
内
会
か
ら

推
薦
さ
れ
た
連
絡
員
が

配
布
を
担
っ
て
お
り
、

お
お
む
ね
順
調
に
進
ん
で
い
る
が
、

町
内
会
ご
と
の
負
担
の
違
い
や
配

布
人
材
の
確
保
の
難
し
さ
も
認
識

し
て
お
り
、
町
内
会
単
位
で
の
委

託
な
ど
、
よ
り
柔
軟
に
対
応
で
き

る
方
法
を
検
討
中
で
あ
り
、
８
年

度
か
ら
の
改
善
を
目
指
す
。

　
配
布
頻
度
の
見
直
し
や
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
も
併
せ
て
進
め
、
負

担
軽
減
と
情
報
伝
達
の
効
率
化
を

図
る
。 答

対
応
し
て
い
く
。

　
漏
水
の
検
知
は
、
衛
星
を
使
っ

た
方
法
も
あ
る
が
、
精
度
に
問
題

が
あ
り
、
当
町
で
は
、
水
道
の
流

量
変
化
か
ら
異
常
を
見
つ
け
、
バ

ル
ブ
の
開
閉
な
ど
で
範
囲
を
特
定

す
る
方
法
で
対
応
し
て
い
る
。

　
白
符
地
区
で
の
道
路

横
断
配
水
管
取
替
工

事
（
約
190
万
円
）
が
行

わ
れ
る
が
、
同
様
の
老
朽
管
取
替

工
事
を
ど
の
程
度
予
定
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
全
国
で
道
路
陥
没
事

故
が
発
生
し
て
い
る
が
、
町
の
水

道
管
漏
水
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
の
か
。

�

（
平
沼
議
員
）

生
活
基
盤
が
安
定
し
、

安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る

�
ま
ち
づ
く
り

●
水
道問

　
白
符
地
区
で
は
老
朽

管
を
使
用
し
て
お
り
、

緊
急
性
が
高
く
今
回
の

工
事
を
実
施
す
る
。
他
に
、
本
町

汐
見
町
の
国
道
付
近
な
ど
、
老
朽

管
の
あ
る
地
域
が
複
数
あ
り
、
状

況
を
見
な
が
ら
優
先
順
位
を
つ
け

答

　
広
報
紙
は
町
内
会
を

通
じ
て
各
戸
に
配
布
さ

れ
て
い
る
が
、
町
内
会

ご
と
に
活
動
状
況
や
人
手
の
確
保

問
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令和７年度各会計予算総額� 単位：千円

令和７年度 議会費の使い道
研修旅費増加等により
前年度より2,335千円の増額

区　　分 令和７年度 令和６年度 概　　　　　要

報 　 　 酬 25,942 25,942 議員歳費、諮問会議委員報酬

給 　 　 料 14,834 13,425 事務局職員４名分（うち会計年度任用職員１名）

手 当 等 14,670 14,083 議員・事務局職員の期末手当

共 済 費 16,479 16,667 議員・職員共済費

報 償 費 100 100 専門的知見謝金（審査・調査）

旅 　 　 費 2,449 1,864 議員・事務局の出張に係る旅費ほか

交 際 費 200 200 慶弔費ほか

需 用 費 1,374 1,321 議会だより印刷製本費、消耗品費ほか

使用料・賃借料 1,236 1,230 ペーパーレス会議システム使用料ほか

負担金・交付金 1,646 1,763 各加入団体負担金、政務活動費ほか

合 計 78,930 76,595
＊�　町予算書では、事務局職員４名分の給料等が、「職員・会
計年度任用職員給与費」に計上されているため、この表の
予算額と一致しません。

単位：千円

会　　　計　　　名 令和７年度 令和６年度 増　減 増減率（％）

一 般 会 計 4,524,254 4,125,128 399,126 9.68

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 662,170 682,918 ▲ 20,748 ▲ 3.04

介護保険
特別会計

保 険 事 業 勘 定 521,132 563,702 ▲ 42,570 ▲ 7.55

サービス事業勘定 1,639 1,625 14 0.86

後期高齢者医療特別会計 79,873 82,055 ▲ 2,182 ▲ 2.66

国民健康保険診療所特別会計 126,172 122,497 3,675 3.00

水 道 事 業 会 計 206,915 214,048 ▲ 7,133 ▲ 3.33

浄 化 槽 事 業 会 計 77,255 71,298 5,957 8.36

予 算 総 額 6,199,410 5,863,271 336,139 5.73


